



















ンス分析である｡カテゴリー化とコー ド化の代表例として､Flc 199)ik( 5はグラウンデッド･セオ
リー ･アプローチ2) (Gr｡u｡d｡dTheoryAppr｡a｡h､以下GT法)､テーマ的コード化､質的内容分析､











































































発表された TheDi yofG dTh 仰eodrounescover『 
種の.4 GT法
上で述べたように､ 法はグレーザーとストラウスをルーツとする｡この 人によって 年に9GT 2 1
21.
(邦題 :『データ対話型理論の発見』)が､GT法の始
まりである｡木下 ( によると､グレーザーとストラウスは19)3002 年代に入ると､学問的に深刻な対09
2立状態となり､それぞれ個別にGT法の方法論を展開するようになった｡木下 (














ス トラウス とコ-ビン ( ,J の共著による最新刊 は､ 1 8年の B iasc『 sofQ iveittalua
d』.2neorydrounelieveopnh:T sadP rD gG dTh , ded froceureso
礎 :グラウンデッド･セオリー開発の技法と手順 第 2晩 
n
hiecnque
Researc (邦題 : 『質的研究の基
6997) となっている.ストラウスが1 年に死
去していることから､共著による本はこの作品が最後になる可能性が高い｡
heorydgrouneグラウンデッド･セオリー ( dt )とは､｢データに基づいて構築された理論｣ の意味で
あり､すなわちデータに基づいた理論の構築がGT法そのものとなる｡ここでいう理論とは ｢一連の
i｡カテゴリー｣を意味し､このカテゴリーを構築していく作業が理論化である ｡( C b&uss r ,



























































































































岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要第 24号 (2007.ll) 
3.KJ法概観 
KJ法のテキストとしては 『発想法』 (川喜田, 1967)と 『続･発想法』 (川喜田, 1970)の 2つがよく
知られている｡しかし､ KJ法本部･川喜田研究所 (n.d.)が 『KJ法 :混沌をして語らしめる』 (川喜田, 
1986)を ｢KJ法の原典｣としていることから､ここでも川喜田 (1986)に基づいて KJ法の手順を概観す
る｡ 
3.1.KJ法 1ラウンド 
KJ法 1ラウンドは､①ラベルづくり､②グループ編成､③図解化 (A型)､④叙述化 (B型)､の 4
ステップを順次踏んで完了する｡この 4ステップからなる一巡作業が 1ラウンドの作業である｡ 1ラ











ことをス トー リー化 (すなわち B型叙述化)をして 1ラウンドが終わりになる｡ 
3.2.累穣KJ法











































































































いないが行為主体者情報である ｢私は｣､時系列情報である ｢昨日｣､単独/同行情報である ｢兄と (一
緒に)｣という情報が前文からそのまま引き継がれていることは明らかなので､データ切片化の際に


















































･U･(200)2ikclF ･質的研究入門 : (人間科学)のための方法論 (小田 博 ･山本則子 ･春日常 ･宮
地尚子､訳).春秋社 . 
･U･(1ikclF( )･Q599 l )eag, .T h bascenuchV
･小児がん息児の親による体験の主観的意味づけ :｢つらい体験｣の受容と価値変
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福島和俊 ( )5002
容.岡山大学大学院文学研究科修士論文 (非公刊).


















( o,ittraegeeorydnedTh .･S sf
J続 ･発想法 :K法の展開と応用 .中央公論新社 .).
0
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uss,A･L･(1 sco76)･TheDi ve9 roryofG u iveittaluaQ
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小嶋草書 ･蔦末憲子 (200 ･居宅高齢者の生活支援 :生活場面面接のプロセスと技法の明確化のた
JK法本部 ･川喜田研究所 n( -jk phdjo.tem / (情報取得 
).82/6/7
めに･木下康仁 [編], p分野別実践編グラウンデッド･セオリー ･アプローチ (






西僚剛央 ( ･仮説と理論の生成 :おもしろい仮説を生み出すコツ.無藤
` 2.9-5
隆 ･やまだようこ･南
p博文 ･麻生武 ･サ トウタツヤ[編],質的心理学 :創造的に活用するコツ ( )191-481p. .新曜社 .
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岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要第2号 
質的研究方法ゼミナール :グラウンデッドセオリー アプローチ



























波速芳之 ( ･質的研究における信頼性 ･妥当性のあり方 :リアリティに至る過程.無藤 隆 ･や2
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第 2版 (操 華子 ･森岡 崇､訳).医学書院. 
･A･&
身近な他者との死別を通した人格的発達 :がんで近親者を亡くされた
まだようこ･南 博文 ･麻生武 ･サ トウタツヤ[編],質的心理学 :創造的に活用するコツ 
謝 辞
本稿執筆に当たり､長谷川芳典教授 (岡山大学大学院社会文化科学研究科)から貴重なご助言を戴
いたoまた､査読者の先生方には､初稿の畷庇に対して建設的なコメントをしていただき､さらに筆
者のリプライにも懇切丁寧に対応して戴いた｡記して感謝します｡ 
